
１　基礎・基本を大切にし、学力向上に向けて教育活動の充実に努める学校  A： 達成
２　人とのかかわりの中で、ことば・心・行動を大切にする生徒を育てる学校  B： 概ね達成
３　総合学科の特色である多様な科目の評価と改善に努め、進化する学校  C： やや不十分
４　保護者・地域との連携を密にし、地域に貢献できる学校  D： 不十分
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令和７年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）
教育目標 　個性の確立　　自立と共生　　社会への貢献 山形県立高畠高等学校

めざす学校像

達
成
度

めざす生徒像 　地域を愛し、自他の未来を切り拓く生徒

自　　　　己　　　　評　　　　価
学校関係者評価

（意見・要望・評価等）
総括

(改善点)重点目標
（評価項目）

具体的な取組目標や主な方策 達成状況（○）と課題（△）

1
学習指導の充実
と学力向上

主体的・対話的で深い学びを実現する授業の充実と観点別評価の推進

B

〇学習指導においては、教員が校内授業研究
旬間で互い授業を参観することで授業改善のた
めの実効的な取組となった。
〇今年度より通級指導を行い、生徒理解が深
まったとともに、教員の指導力向上にもつながっ
た。
△観点別評価を生徒の学習改善、指導力向上
につなげる教員の研究がさらに必要である。

・2月の学習成果発表会、課題
研究発表会は素晴らしい取り
組みである。校内だけで終わ
るのはもったいないのでぜひ
外部の発表会等への出展も
検討してほしい。
・図書館でしっかりと典拠に当
たる活動を充実してほしい。

○学習指導
・観点別評価に
関し、教員一人
一人が実践に基
づく研究を深め、
生徒の学習改善
や教員の授業改
善にあたる。

○進路指導
・総合的な探究
の時間での課題
研究に関する内
容を充実化さ
せ、生徒の進路
実現につながる
指導を展開す
る。

○生徒指導
・ボランティア体
験や地域活動
等、生徒が活躍
できる場及び生
徒間の親和関係
の構築できる環
境を模索し、生
徒主体で取り組
ませる。

○その他
・保護者と地域
社会との連携を
より一層深めな
がら、生徒が安
心して学校生活
を送れるような環
境づくりに邁進
する。

科目の目標に即した基礎基本の習得と個に応じた学習支援の徹底

図書館の積極的活用と探究型学習の深化

2
自己実現に向け
た明確な進路意
識の育成と深化

ガイダンス機能の充実と個に応じた進路情報の提供

B

〇３年次生の進路達成に向け、進路指導課が
指導方針のもと、全職員が協力して小論文、面
接指導等に取り組むことができた。
〇インターンシップ体験や進路ガイダンスの計
画的な実施が、生徒の心の成長及び変容につ
ながった。
△年次によって生徒の状況が異なるため、生徒
の実情や進路希望を鑑みた微調整が必要であ
る。

・進路選択を目的とした進路
講演会は、内容が充実してい
る。今後も継続してほしい。
・卒業後に県外の大学に進学
したとしても、また戻ってきて
地域に貢献してくれるような生
徒を育成してほしい。

キャリア教育実践プログラムを通した社会で自立できる力の育成

進路実現に向けた全教職員による指導体制の充実

3
健やかな体と思
いやりの心、豊か
な人間性の育成

授業や校内外の諸活動を通した「いのちの教育」の推進

B

〇生徒や保護者の相談には、生徒保健課と各
年次が連携し、迅速かつ組織的に課題解決に
あたった。
〇生徒会活動では、学園祭等を中心に的確に
指導支援することができた。
△「いのちの教育全体計画」に基づき、生徒のコ
ミュニケーションスキル向上に向け、専門職によ
る講話に加え、学校生活から学べる指導が必要
である。

・一人ひとりの生徒を大切にし
ている学校の魅力を、もっと外
部に対して発信してほしい。
・部活動は同じ目標を持った
集団内で先輩後輩と切磋琢磨
する場であり、難しい時代であ
ることは理解するが、加入率を
向上させてほしい。

内面理解に重きを置いた生徒指導の充実と組織的対応の強化

自主的・自律的な生徒会運営と部活動・ボランティア活動等の推進

4

総合学科として
の教育内容の充
実と総合力の育
成

地域の教育力を活用した教科横断的な教育の実践

B

〇高畠ゼミの活動に代表される探究活動や英
語、保育・福祉の科目、観光振興等で外部人材
を活用した授業が展開され、地域の教育力の活
用、国際交流・異文化理解への達成度が上がっ
た。
△今年度は国際姉妹校であるオーストラリア・シ
ングルトン高校との交流活動を実施できたが、Ｄ
Ｘを活用してさらに充実させる必要がある。

・高畠ゼミや観光振興等を中
心とした各教科での地道な取
り組みが、地域に広くPRでき
たことは成果として大きい。生
徒一人一人のの意欲や個性
を損なうことなく、つなげていく
ことに努めていただきたい。

国際交流事業等の充実と異文化理解教育の推進

・本校ホームページや公式イ
ンスタグラム等をとおし、今後
も積極的に情報を発信してい
くことで、生徒の活躍や総合
学科の魅力・内容などを広く
伝えてほしい。
・緊急時の学校との連絡体充
実しており、校内設備も安全、
安心な環境にある。

地域行事等への積極的な参加や協力による地域貢献

学校ＨＰ等各種広報活動の充実と危機管理に関する情報の共有

安心・安全な教育環境の整備

目標に到達するための総合力と課題解決力の育成

5

保護者や地域社
会との連携と学
校情報の適切な
発信

生徒や保護者による授業評価・学校評価を活用した教育活動の改善

B

〇学校HPや公式インスタグラム等をとおし、学
校行事の案内や地域行事で活躍する本校生の
PRを積極的に展開することができた。
〇高畠町や近隣中学校に協力のもと、学校通信
の庁舎及び校舎への掲示や学校行事の回覧板
等を活用した地域へのPRによって、本校の良さ
を知っていただく機会が増えた。
△今年度は夏と秋2回オープンスクールを実施
したが、本校の魅力及び特色を地域の中学生、
保護者に効果的に伝えることができたどうかを検
証し、次年度の改善につなげていく必要があ
る。


